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締
結
し
た
。
こ
れ
に
不
満
を
持
つ
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
の
一
派
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ

を
結
成
。
九
七
年
か
ら
政
府
と
和
平
交
渉
を
開
始
し
、
二
〇
〇
一
年

に
停
戦
、人
道
支
援・復
興
お
よ
び
先
祖
伝
来
の
土
地
を
定
め
る
「
ト

リ
ポ
リ
協
定
」
を
締
結
し
た
。
一
方
、
一
九
九
〇
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
共
和
国
憲
法
に
基
づ
き
、「
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
政
府
」

（
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
）
が
政
府
主
導
で
発
足
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
、
政
府
と
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
間
で
「
バ
ン
サ
モ
ロ
枠
組
み

合
意
」が
締
結
さ
れ
、新
し
い
自
治
政
府
と
な
る「
バ
ン
サ
モ
ロ
政
府
」

の
設
立
が
合
意
さ
れ
た
。
同
政
府
設
立
の
根
拠
法
と
な
る
「
バ
ン
サ

モ
ロ
基
本
法
」
策
定
の
た
め
に
「
バ
ン
サ
モ
ロ
移
行
委
員
会
」
を
設

置
し
、
同
法
の
可
決
の
後
に
「
バ
ン
サ
モ
ロ
暫
定
組
織
」
を
発
足
さ

せ
る
と
同
時
に
、
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
の
廃
止
を
経
て
、
バ
ン
サ
モ
ロ
政
府
を

設
立
す
る
こ
と
と
し
た
。
和
平
交
渉
を
開
始
し
て
か
ら
一
七
年
後
の

一
四
年
、「
バ
ン
サ
モ
ロ
包
括
和
平
合
意
」
が
締
結
さ
れ
た
。

　

和
平
合
意
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
基
本
法
の
審
議
が
国
会
で
開
始

さ
れ
た
も
の
の
、
一
五
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
と
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と

の
大
規
模
な
衝
突
事
件
が
発
生
し
、
国
会
審
議
は
紛
糾
し
た
。
警
察

側
四
七
名
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
側
一
七
名
が
死
亡
し
た
事
件
の
影
響
は
大
き

く
、結
局
ア
キ
ノ
政
権
下
で
は
基
本
法
は
可
決
さ
れ
ず
廃
案
と
な
り
、

和
平
プ
ロ
セ
ス
は
大
幅
に
遅
れ
た
。

バ
ン
サ
モ
ロ
基
本
法
の
意
義
と
課
題

　

二
〇
一
六
年
六
月
に
発
足
し
た
ド
ゥ
テ
ル
テ
政
権
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
連
邦
制
国
家
へ
の
移
行
を
政
権
の
最
重
要
政
策
課
題
と
し
て
位

置
付
け
る
中
で
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
を
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
た
。

初
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
出
身
の
大
統
領
に
、
バ
ン
サ
モ
ロ
住
民
の
期
待
は

並
外
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
一
七
年
七
月
に
は
新
し
い
バ
ン
サ
モ
ロ

基
本
法
案
が
大
統
領
府
に
提
出
さ
れ
、
上
下
両
院
で
審
議
の
末
に
そ

れ
ぞ
れ
別
の
上
院
法
案
、
下
院
法
案
を
今
年
五
月
末
ま
で
に
可
決
し

た
。

　

し
か
し
中
身
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
が
と
て
も
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
バ
ン
サ
モ
ロ
新
自
治
政
府
に
付
与
さ
れ
る

権
限
を
、
大
幅
に
縮
小
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ム
ス
リ
ム

の
権
益
の
伸
張
と
拡
大
を
恐
れ
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
域
出
身
の
国
会
議

員
や
、
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
域
の
権
限
拡
大
に
よ
る
国
家
の

分
断
を
恐
れ
る
非
ム
ス
リ
ム
系
国
会
議
員
が
、
同
法
案
の
違
憲
性
を

強
く
唱
え
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

上
院
法
案
と
下
院
法
案
の
一
本
化
は
両
院
協
議
会
で
議
論
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
こ
で
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
調
整
能
力
が
発
揮
さ
れ
た
。
既
に
両
院
の
審
議
に
よ
り
削
除
さ

れ
た
条
項
が
、
全
て
で
は
な
い
が
復
活
す
る
こ
と
に
よ
り
（
和
平
合
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二
〇
一
八
年
七
月
二
七
日
。
五
〇
年
近
く
に
わ
た
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ

の
武
力
闘
争
は
、
再
び
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政

府
と
「
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
」（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
と
の
「
包
括

和
平
合
意
」（
一
四
年
）
で
合
意
さ
れ
た
、
将
来
の
「
バ
ン
サ
モ
ロ

新
自
治
政
府
」
の
設
置
を
規
定
す
る
「
バ
ン
サ
モ
ロ
基
本
法
」
を
国

会
が
可
決
し
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
が
署
名
し
た
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和

平
の
現
在
と
今
後
の
課
題
、お
よ
び
日
本
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

一
六
世
紀
か
ら
始
ま
る
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
統
治
、
一
九
世
紀
末
期

か
ら
第
二
次
大
戦
期
に
お
け
る
米
国
統
治
を
経
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国
発
足
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
域
に
居
住
す

る
ム
ス
リ
ム
の
苦
難
は
続
い
て
き
た
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
の
根
本
的

な
要
因
は
歴
史
的
経
緯
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お

け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
が
、
ス
ペ
イ
ン
占
領
以
来

四
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
被
っ
て
き
た
政
治
、
経
済
、
社
会
お
よ

び
文
化
の
諸
次
元
に
よ
る
不
平
等
と
不
正
義
、
加
え
て
収
奪
さ
れ
て

き
た
先
祖
伝
来
の
土
地
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
る
。
政
治
お
よ
び
経

済
的
に
虐
げ
ら
れ
て
き
た
結
果
、
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
域
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
お
い
て
も
貧
困
度
合
い
が
突
出
し
て
高
く
、
紛

争
の
構
造
的
要
因
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
古
来
占
有
し

て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
先
祖
伝
来
の
土
地
に
、
自
決
に
基
づ
く
彼
ら
の

正
義
を
確
立
す
る
こ
と
が
、ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
の
本
質
と
い
え
よ
う
。

　

一
九
六
〇
年
代
以
降
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
分
離
独
立
を
目
指
し

武
装
闘
争
を
繰
り
広
げ
て
き
た「
モ
ロ
民
族
解
放
戦
線
」（
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
）

は
、
一
九
九
六
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
の
間
で
最
終
和
平
合
意
を

バ
ン
サ
モ
ロ
基
本
法
の
成
立
と

ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
職
員

落
合
直
之

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
の

包
括
和
平
合
意
に
よ
る
「
バ
ン
サ
モ
ロ
基
本
法
」
成
立
で
、

ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
は
大
き
く
前
進
し
た
。

五
〇
年
に
及
ぶ
武
力
闘
争
か
ら
和
平
へ
、

そ
の
過
程
に
は
日
本
に
よ
る
地
道
な
働
き
か
け
も
あ
っ
た
。

お
ち
あ
い　

な
を
ゆ
き　
一
九
九
一
年
国
際
協
力

事
業
団
入
団
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
や
パ
レ
ス
チ

ナ
和
平
な
ど
、
開
発
を
通
じ
た
平
和
構
築
支
援

事
業
に
携
わ
る
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
監
視
団
シ

ニ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
バ
ン
サ
モ
ロ

包
括
的
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
括
を
歴
任
。

二
〇
一
六
年
中
曽
根
康
弘
賞
受
賞
。
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テ
ィ
の
復
興
に
か
か
わ
る
正
常
化
プ
ロ
セ
ス
促
進
の
た
め
に
、
約

一
〇
〇
〇
億
円
の
特
別
基
金
を
設
立
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ン
サ
モ
ロ
の
民
族
自
決
、
中
央
政
府
と
の
非

対
称
性
と
い
っ
た
バ
ン
サ
モ
ロ
闘
争
の
中
核
理
念
で
あ
り
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｆ
が
最
も
大
切
に
す
る
価
値
観
を
直
接
表
す
文
言
は
削
除
さ
れ
、
さ

ら
に
は
警
察
権
も
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
五
〇
年
も
の
間
、
モ
ロ
の
人
々
は
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
や
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｆ
を
支
え
て
き
た
。
解
放
戦
線
が
、
モ
ロ
の
人
々
が
被
っ
て
き
た
歴

史
的
な
不
正
義
を
是
正
し
、
国
内
最
悪
の
状
況
で
あ
る
貧
困
か
ら
の

脱
却
を
実
現
す
る
と
、
人
々
が
信
じ
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

住
民
投
票
、
バ
ン
サ
モ
ロ
暫
定
組
織
の
設
置
と
運
営
そ
し
て
、
バ
ン

サ
モ
ロ
新
自
治
政
府
の
発
足
に
至
る
今
後
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
円
滑

に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
が
、
域

内
の
全
て
の
立
場
の
人
々
を
包
摂
す
る
必
要
が
あ
る
。
既
に
、
両
者

は
住
民
に
対
し
て
、
基
本
法
の
説
明
と
住
民
投
票
参
加
へ
の
集
会
を

合
同
で
開
催
し
て
お
り
、
紛
争
の
当
事
者
双
方
に
よ
る
協
働
作
業
は

高
く
評
価
で
き
る
。

　

も
し
今
後
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
が
遅
滞
す
る
よ
う
な
出
来
事
、
例
え

ば
基
本
法
の
違
憲
異
議
申
し
立
て
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｆ
の
軍
事
強
硬
派
が
反
旗
を
翻
す
可
能
性
が
な
い
と
は
い
い
き
れ
な

い
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
五
月
か
ら
五
ヵ
月
間
に
わ
た
り
南
ラ
ナ
オ

州
マ
ラ
ウ
ィ
市
を
武
装
占
拠
し
た
、
イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）
と
関
係

を
有
す
る
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
グ
ル
ー
プ
、
マ
ウ
テ
・
グ
ル
ー
プ
お
よ
び

バ
ン
サ
モ
ロ・イ
ス
ラ
ム
自
由
戦
士
団
が
、再
び
域
内
の
都
市
を
狙
っ

た
テ
ロ
活
動
を
実
施
し
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。政
府
が
戒
厳
令
を
今
年
一
二
月
末
ま
で
続
け
て
い
る
の
も
、

こ
の
よ
う
な
治
安
上
の
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
で
あ
る
。
バ
ン
サ
モ
ロ

基
本
法
可
決
に
基
づ
く
今
後
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
が
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地

域
に
平
和
と
安
定
を
も
た
ら
す
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
よ
う
。

日
本
の
貢
献
と
外
交
的
意
義

　

日
本
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
へ
の
関
与
は
多
面
的
か
つ
重
層
的
で
あ

る
。
日
本
政
府
は
外
務
省
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和

平
プ
ロ
セ
ス
の
最
も
重
要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
、
軍
事
的
な
枠

組
み
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
監
視
団
」（
Ｉ
Ｍ
Ｔ
）
に
よ
る
平
和
維
持
、

政
治
的
枠
組
み
「
国
際
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
」（
Ｉ
Ｃ
Ｇ
）
に
よ

る
平
和
創
造
、
そ
し
て
復
興
・
開
発
の
枠
組
み
「
日
本
・
バ
ン
サ
モ

ロ
復
興
開
発
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」（
Ｊ

－

Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
）
に
よ
る
平
和

構
築
の
三
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
積

極
的
に
関
与
し
て
、
包
括
的
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
平
和
と
安
定
に
成
果

を
上
げ
て
き
た
。

　

内
戦
が
再
燃
し
和
平
交
渉
が
頓
挫
し
た
二
〇
〇
八
〜
〇
九
年
の
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意
の
八
五
％
が
盛
り
込
ま
れ
た
模
様
）、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
も
の
と
し
て
、
同
年
七
月
二
七
日
、
両
院
の
承
認
を
経
て
大
統

領
に
よ
る
署
名
が
な
さ
れ
た
。
今
後
、
バ
ン
サ
モ
ロ
自
治
区
の
領
域

を
確
定
す
る
住
民
投
票
が
、二
〇
一
九
年
一
月
二
一
日
に
実
施
さ
れ
、

領
域
が
確
定
後
、
バ
ン
サ
モ
ロ
暫
定
組
織
が
発
足
す
る
。

　

だ
が
、バ
ン
サ
モ
ロ
で
の
正
義
の
確
立
に
向
け
て
は
問
題
も
多
い
。

新
し
い
自
治
区
の
領
域
を
確
定
す
る
住
民
投
票
は
、Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
五
州
、

北
ラ
ナ
オ
州
の
六
町
、
北
コ
タ
バ
ト
州
の
六
町
内
の
三
九
村
、
バ
シ

ラ
ン
州
イ
ザ
ベ
ラ
市
そ
し
て
コ
タ
バ
ト
市
で
実
施
さ
れ
る
。
Ａ
Ｒ
Ｍ

Ｍ
五
州
は
一
つ
に
ま
と
め
て
投
票
地
域
と
す
る
が
、
他
は
そ
れ
ぞ
れ

市
、
町
、
村
を
単
位
と
し
て
投
票
を
行
う
。
し
か
も
、
北
ラ
ナ
オ
州

の
六
町
に
関
し
て
は
、
北
ラ
ナ
オ
州
全
体
で
も
投
票
を
行
い
、
州
全

体
の
過
半
数
が
是
と
し
た
場
合
に
限
り
、各
町
は
州
を
離
脱
で
き
る
。

北
コ
タ
バ
ト
州
の
六
町
の
三
九
村
も
同
様
で
あ
る
。
い
く
ら
町
や
村

が
是
と
し
て
も
、
そ
の
母
体
で
あ
る
州
や
町
が
賛
成
し
な
い
限
り
、

バ
ン
サ
モ
ロ
領
域
に
編
入
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
バ
ン
サ
モ
ロ
移
行
委
員
会
が
提
出
し
た
元
の
法
案
で
は
、

五
年
ご
と
に
こ
の
先
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
領
域
を
見
直
す
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
今
回
、
住
民
投
票
の
対
象
と
な
ら
な
い
地
域
、
中
で

も
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
地
域
や
ダ
バ
オ
地
域
内
の
ム
ス
リ
ム
が
多
数
居
住

す
る
地
域
に
関
し
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
は
ム
ス
リ
ム
住
民
に
対
し
今
回
は

無
理
で
も
チ
ャ
ン
ス
は
再
び
訪
れ
る
、
バ
ン
サ
モ
ロ
同
胞
は
見
捨
て

な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
が
訪
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

バ
ン
サ
モ
ロ
自
治
地
域
の
基
盤
は
、ま
ず
は
議
院
内
閣
制
で
あ
る
。

議
会
は
政
党
や
、
地
域
お
よ
び
セ
ク
タ
ー
の
代
表
に
議
席
が
割
り
当

て
ら
れ
る
。
そ
し
て
選
挙
で
選
ば
れ
た
バ
ン
サ
モ
ロ
地
方
議
会
議
員

か
ら
、
行
政
府
の
長
（Chief M

inister

）
な
ど
閣
僚
を
選
出
す
る
。

大
統
領
制
を
取
り
入
れ
て
い
る
中
央
政
府
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

財
政
に
つ
い
て
は
、
国
家
歳
入
の
五
%
（
約
三
五
〇
〇
億
円
）

が
自
由
裁
量
予
算
と
し
て
、
中
央
政
府
か
ら
新
自
治
政
府
に
配
分
さ

れ
る
こ
と
で
財
政
自
治
が
図
ら
れ
て
い
る
。
域
内
で
産
出
さ
れ
る
ウ

ラ
ン
と
化
石
燃
料
は
中
央
政
府
と
新
自
治
政
府
で
等
分
さ
れ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
天
然
資
源
は
全
て
新
自
治
政
府
の
所
有
と
な
る
。
域

内
で
の
歳
入
の
配
分
割
合
を
、
新
自
治
政
府
七
五
%
対
中
央
政
府

二
五
％
と
し
た
。

　

ま
た
、ム
ス
リ
ム
住
民
に
対
し
て
は
、シ
ャ
リ
ア
（
イ
ス
ラ
ム
法
）

に
よ
る
司
法
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
バ
ン
サ
モ
ロ
域
内

の
社
会
経
済
開
発
を
促
進
す
る
た
め
に
、
バ
ン
サ
モ
ロ
経
済
開
発
評

議
会
を
設
置
し
、
バ
ン
サ
モ
ロ
開
発
計
画
に
基
づ
き
各
種
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
二
万
人
と
も
五
万

人
と
も
い
わ
れ
る
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
兵
士
の
復
員
と
、
帰
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
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必
要
が
あ
る
。

今
後
の
日
本
平
和
外
交
と
国
際
平
和
協
力
は

　

二
〇
一
五
年
に
制
定
さ
れ
た
日
本
の
「
開
発
協
力
大
綱
」
は
、
人

間
の
安
全
保
障
の
理
念
の
も
と
、
紛
争
後
の
緊
急
人
道
支
援
か
ら
復

旧
復
興・開
発
支
援
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
平
和
構
築
支
援
に
よ
る
、

普
遍
的
価
値
の
共
有
お
よ
び
平
和
で
安
全
な
社
会
の
実
現
を
重
点
政

策
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
紛
争
の
多
く
が
再
発
を

繰
り
返
す
こ
と
か
ら
、
紛
争
が
発
生
・
再
発
し
に
く
い
社
会
を
創
造

し
、
持
続
的
な
平
和
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
人
々
が
平
和

で
安
全
な
生
活
を
取
り
戻
す
手
助
け
を
す
る
と
と
も
に
、
紛
争
の
根

本
原
因
を
解
消
、
緩
和
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　

ミ
ン
ダ
ナ
オ
支
援
に
お
い
て
日
本
は
、
Ｊ

－

Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
に
よ
る
紛

争
影
響
地
域
へ
の
事
業
展
開
を
通
じ
て
「
平
和
の
配
当
」
を
も
た
ら

す
こ
と
に
よ
り
、
人
々
が
平
和
と
安
定
を
持
続
的
に
希
求
す
る
こ
と

を
支
え
る
と
と
も
に
、
開
発
援
助
を
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
下
支
え
と
す

る
「
政
治
的
意
図
」
の
た
め
に
活
用
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
紛
争
の

当
事
者
た
ち
と
影
響
を
受
け
る
人
々
が
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
か
ら
逸
脱

す
る
こ
と
な
く
不
可
逆
的
に
前
に
進
む
た
め
に
、
政
治
的
な
テ
コ
と

し
て
開
発
援
助
を
戦
略
的
に
活
用
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ミ
ン
ダ
ナ

オ
和
平
支
援
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
平
和
の
配
当
を
も
た
ら
し
政
治

的
解
決
を
図
る
た
め
に
、
開
発
援
助
を
積
極
的
に
活
用
し
た
日
本
の

平
和
外
交
は
、
日
本
が
描
く
国
際
協
調
に
基
づ
く
積
極
的
平
和
主
義

を
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
の
国
際
平
和
協
力
は
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ
の
自
衛
隊
お
よ

び
文
民
の
派
遣
の
み
な
ら
ず
、
二
〇
一
六
年
施
行
の
改
正
国
際
平
和

協
力
法
に
よ
り
、
類
似
す
る
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
に
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
に
お
け
る
Ｉ
Ｍ
Ｔ
は
、
国

連
以
外
の
枠
組
み
に
お
け
る
活
動
主
体
の
よ
き
例
で
あ
る
。
国
連
以

外
の
枠
組
み
で
、
日
本
が
主
体
的
に
役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
見
い

だ
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
六
年
九
月
、
緒
方
貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
（
当
時
）
は
、

ア
ロ
ヨ
大
統
領
（
当
時
）
と
ム
ラ
ド
議
長
に
立
て
続
け
に
会
談
し
、

開
発
を
通
じ
て
和
平
の
定
着
の
手
助
け
を
し
た
い
と
伝
え
た
。
両

リ
ー
ダ
ー
は
こ
の
提
案
を
、
快
く
受
け
入
れ
た
。
以
来
、
外
務
省
と

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
外
交
と
開
発
の
二
人
三
脚
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
支

援
は
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
政
治
お
よ
び
治
安
情
勢
か
ら
影
響

を
受
け
つ
つ
も
、
着
実
に
歩
を
進
め
て
き
た
。

　

ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
安
定
と
発
展
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
繁
栄
に
不
可
欠
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
日
本
の
繁
栄
に
も
つ
な
が
る
。
日
本
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
責
任
あ
る
隣
人
か
つ
友
人
と
し
て
、
平
和
外
交
に
基
づ
く
社
会

経
済
開
発
支
援
を
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
●
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間
、
日
本
大
使
館
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
を
非
公
式
に
つ

な
げ
る
バ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ネ
ル
外
交
を
続
け
て
い
た
。
頻
繁
に
マ
ニ
ラ

と
コ
タ
バ
ト
市
を
往
復
し
て
、
正
式
に
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
両
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
和
平
交
渉
の
再
開
に
向
け
て
地

道
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
努
力
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府

と
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
か
ら
の
絶
大
な
信
頼
を
勝
ち
取
る
こ
と
と
な
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｇ
へ
の
参
画
に
つ
な
が
り
、
二
〇
一
一
年
八
月
に
成
田
で
行
わ
れ
た

ア
キ
ノ
大
統
領
と
ム
ラ
ド
議
長
と
の
初
め
て
の
極
秘
直
接
会
談
を
実

現
さ
せ
た
。
双
方
の
首
脳
が
初
め
て
相
対
し
、
率
直
な
意
見
交
換
を

行
っ
た
こ
と
で
首
脳
同
士
の
信
頼
が
確
立
し
、
そ
の
後
の
和
平
交
渉

の
大
き
な
弾
み
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
日
本
の
平
和
外
交
の

大
き
な
成
果
と
い
え
よ
う
。

　

日
本
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
支
援
の
最
大
の
特
徴
の
一
つ
は
、
和
平

合
意
が
達
成
さ
れ
る
前
の
治
安
が
不
安
定
な
時
期
か
ら
、
目
に
見
え

る
開
発
援
助
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
外
交
と
開
発

援
助
が
互
い
に
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｍ

Ｔ
に
派
遣
さ
れ
た
要
員
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
。
開
発
援
助
の
専
門

性
を
有
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
が
外
交
官
と
し
て
任
用
さ
れ
、
外
務
省

を
通
じ
て
Ｉ
Ｍ
Ｔ
の
社
会
経
済
開
発
専
門
家
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｔ
日
本
人
要
員
は
外
務
省
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和

平
支
援
の
要
で
も
あ
る
。
ま
た
、
外
交
と
開
発
の
連
携
を
強
化
す
る

た
め
に
、
マ
ニ
ラ
の
日
本
大
使
館
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
に
よ
る
「
ミ

ン
ダ
ナ
オ
・
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
が
設
置
さ
れ
た
。
毎
月
開
催
さ
れ

る
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
支
援
の
現
場
の
情
報

共
有
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
政
策
調
整
を
担
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し

て
有
機
的
に
機
能
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
開
発
支
援
事
業
が
織
り
な
す
平
和
の
配
当
を
活
用
す
る

こ
と
が
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
政
治
的
枠
組
み
で
あ
る
外
交
努
力
の

テ
コ
と
し
て
作
用
す
る
。ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、

政
治
的
な
和
平
の
枠
組
み
の
維
持
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

枠
組
み
の
維
持
の
た
め
に
は
Ｊ

－

Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
と
い
う
開
発
支
援
事
業

が
必
然
的
に
効
果
的
な
手
段
と
な
る
。

　

当
初
か
ら
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
は
、
日
本
の
経
験
か
ら
学
び
た
い
と
い
う
意

向
を
強
く
示
し
て
い
た
。
特
に
日
本
が
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
近

代
民
主
国
家
に
発
展
し
た
こ
と
、
加
え
て
戦
後
の
国
家
経
済
復
興
で

あ
る
。
今
後
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
、
バ
ン
サ
モ

ロ
暫
定
組
織
の
円
滑
な
設
置
と
運
営
の
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
支
援
、

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
兵
士
お
よ
び
帰
属
す
る
地
域
の
生
計
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
開
発
の
た
め
の
正
常
化
支
援
、
そ
し
て
地
域
の
恒
常
的
な
社
会

経
済
の
安
定
と
発
展
を
図
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
支
援
を
、
和
平
プ
ロ

セ
ス
が
後
戻
り
し
て
紛
争
が
再
発
し
な
い
た
め
に
、
日
本
の
実
績
と

経
験
に
基
づ
い
た
、
日
本
な
ら
で
は
の
支
援
を
確
実
に
進
め
て
い
く


